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1.研究目的

これまでの研究で、子どもの貧困が子どもの健康、とくにメンタルヘルスに悪影響をもたらしている

ことが明らかにされている。メンタルヘルスのアウトカムの一つとして自殺のリスク要因でもある自

己肯定感の低下が考えられ、実際に申請者がこれまで行った足立区における調査でも貧困世帯におい

ては自己肯定感の低下が認められた。しかしながら、自己肯定感のバイオマーカーについては明らか

になっておらず、生物学的な根拠に基づく介入策を提示できていない。

バイオマーカーの可能性がある指標には様々あるが、近年、うつ病や統合失調症と脂質との関連がし

てきされており（例えば、Fang et al, Psychiatry Res, 2019; Wang et al, Compr Psychiatry, 2018）、自殺未遂

との関連も指摘されている（Ma et al, BMC Psychiatry, 2019; Baek et al, Prog Neuropsychopharmacol Biol 

Psychiatry. 2014 ）。したがって、脂質が自己肯定感と関連している可能性がある。しかし、これまでの
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感と関連している可能性がある。本研究は、足立区における子どもの健康・生活実態調査において、中学校 2年生に

2016 年および 2018 年に調査した自己肯定感と、健康診断において採血によって得られた脂質との関連を調べること

で脂質が自己肯定感のバイオマーカーとなりうるかを検討した（N＝1056）。その結果、LDL が 1 標準偏差上がるこ

とによって、自己肯定感が 0.41 ポイント (95%CI = −0.82 to −0.03)有意に減少することがわかった（子どもの BMI、

誕生月、性別、野菜摂取、朝食欠食、運動頻度、年収を調整後）。このことから、脂質、特に LDLが自己肯定感に関

連し、生物学的マーカーになりうる可能性が示唆された。今後の縦断研究によって因果関係を明らかにする必要が

ある。
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研究で脂質と自己肯定感やレジリエンスといった自殺予防に重要なポジティブなメンタルヘルスの側

面との関連を調べた研究はない。

2.研究方法

本研究は、足立区における子どもの健康・生活実態調査を用いた。中学校 2 年生に 2016 年および 2018

年に調査した自己肯定感およびレジリエンスと、健康診断において採血によって得られた脂質との関

連を調べることで脂質が自己肯定感のバイオマーカーとなりうるかを検討した（N＝1056）。子どもの

BMI、誕生月、性別、野菜摂取、朝食欠食、運動頻度、年収を調整するため多変量解析を用いた。 

倫理面への配慮

データ自体は二次解析である。東京医科歯科大学の倫理委員会の承認を経て実施した。

3.研究結果

LDL が 1 標準偏差上がることによって、自己肯定感が 0.41 ポイント (95%CI = −0.82 to −0.03)有意に減少

することがわかった（子どもの BMI、誕生月、性別、野菜摂取、朝食欠食、運動頻度、年収を調整後）。

総コレステロールについても自己肯定感が 0.58 ポイント (95%CI = −0.98 to −0.17)有意に減少することが

わかった。HDL は有意な関連がみられなかった。

4.考察・結論

このことから、脂質、特に LDL が自己肯定感やレジリエンスといった自殺に関連するポジティブなメ

ンタルヘルスの要素と関連することがわかった。中学校 2年生において、LDLが高い場合、自己肯定感

が低かった。本研究は観察研究であり、食習慣や運動習慣といった、脂質と自己肯定感の両方に関連

する交絡因子の影響は十分に取り除かれているとは言えないため、解釈については十分な配慮が必要

である。ただし、脂質は神経組織の材料であり、中学 2年生における大脳皮質の発達に影響することで

自己肯定感にも独立した影響を与えているかもしれない。今回は LDL および総コレステロールと自己

肯定感の関連が見られたが、他の脂質代謝物質の代理変数となっている可能性もあり、自己肯定感に

直結する脂質代謝物質を明らかにするためにはさらに研究が必要である。

* 調整モデルでは、子どもの BMI、生まれ月、性別、世帯年収、野菜を食べる頻度、朝食を食べる頻度、

身体活動の頻度を投入した。
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5.政策提案・提言

今後、食事による LDL の改善で自己肯定感が上がるのか、またはスタチンなどの薬物投与により自己

肯定感が上がるのかなど検証する必要がある。今後の縦断研究によって因果関係を明らかにする必要

があるだろう。食事の介入については思春期からの健康づくりということで理解も得られやすいこと

から、「食事による心の健康づくり」としてヘルスプロモーションを実施することで子どもの自殺予防

政策となりうる可能性がある。
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